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ましたし、冒頭、そちらの席で申し上げましたように、４月以降の発信をしていく部分という担

当を設けていきます。間寛平さんの話がありましたけども、やはり、内にとどめることなく、外

に発信することによって、３万人の自殺者というのも、１人でも２人でも減らしていくという話、

相通ずるところがあるわけですけども、私ども、この島、市というものを次の世代にきちんとつ

ないでいくためにも、私どもで、すべてを抱え込むことなく、皆さんにそのあたりを伝えていき

ながら、皆さんの英知を集めて、次に進んでいければいいなというふうに思っております。先ほ

ど、聞くという話の考え方が、根本が間違ってるんじゃないかという御指摘ありました。聞き出

すという話。聞き出すためには、やはり、発信が必要だというふうにも思っておりますので、新

年度以降、そちらには市上げて取り組んでいき、冒頭言いましたように、市民基本条例の本旨と

いうものをきちんと考えて市政運営をやっていきたいと思っております。 

○議長（作元 義文君）  いいですか。はい、２番、脇本啓喜君。 

○議員（２番 脇本 啓喜君）  どうもありがとうございました。これで質問を終わらせていただ

きます。 

○議長（作元 義文君）  これで２番、脇本啓喜君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（作元 義文君）  暫時休憩します。開会を１１時５分から行います。 

午前10時51分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時05分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 次に、１６番、糸瀬一彦君。 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  どなたもこんにちは。それでは、質問に入ります前に、先般の

市長選挙により、再選を果たされました財部市長、まことにおめでとうございます。 

 向こう４年間の市政を託されたわけでありまして、責任は大変重大かと思っております。市長

自身が選挙期間中に訴えてありました公債費の１００億の償還、また基金の６０億の蓄え、それ

に人員削減の問題等、大変な努力であったと私は思っておりますし、市議会はそれを大きく評価

したと考えております。 

 市民の皆様には、非常にわかりにくい大きな実績なんです。過去４年間、毎年８０億から

７０億の償還金、返済金を予算化せざるを得なかった。この苦労は、私は大変だったと思ってお

ります。これも１年でも早く健全財政を目指した結果でありまして、市民の皆さん始め各種団体

の皆さん、また職員皆さんの協力の賜物であります。本来ならば、言葉は適切ではありませんが、

人気商売です。地域住民の希望にこたえたかったであろうと思いますが、責任がある者はそのよ
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うなことはできません。今回は守りから攻めへとの力強い訴えでありましたが、２期目が大変だ

と思っております。地場産業の掘り起しによる雇用、職場の確保、先ほど話があっておりました

ように、離島振興法の改正に向けた提案型防人の島新法制定、海洋保護区の設定、数えれば切り

がありません。最終的に私も離島活性化の特別委員会のほうに属しておりますので、本土と離島

の格差の是正、対馬の経済浮揚と待ったなしであります。市民の期待は非常に大きいように感じ

ております。どうかお互いに島民のために頑張っていきたいと、このように最初にお祝いを申し

上げたいと思います。 

 それでは、通告に従いまして、幼保一体総合こども園の建設について、お尋ねをいたします。 

 今回、民主党政権による幼保一体総合こども園、いわゆる子育て支援の案が導入されることに

なりました。実施は２０１５年からということでございます。待機児童の解消を図るのが目的で

ありますから、実施に向けて、着々と法案の整理が出てくるかと思います。 

 ところで、上対馬庁舎跡地に建設の方向で答弁をいただいておりました上対馬幼稚園の建設の

件ですが、当時は幼保一元化とか言っておりましたが、具体的な福祉部と教育委員会の打ち合わ

せ等進んでいたように理解しておりますが、既に計画済みなのかどうか、お尋ねをいたします。 

 一方、通告はしておりませんけど、厳原幼稚園のほうも話し合いも終了し、予定地に移るとの

ようですが、移転先周辺の用地等、すべて万全と理解してよろしいのでしょうか。 

 ３点目、２点目か。国県道の改良についてお尋ねをいたします。 

 合併以来、８年が経過をいたしました。国県道の改良も進められてきましたが、上対馬厳原間

の時間短縮はいまいちであります。スピード制限の緩和、改良率等のスピードアップ、一方、上

対馬豊玉線の舟志琴間の計画ですが、自民党対馬支部での知事への陳情時に私も同行させていた

だきましたが、その後、知事の方針に具体的な前進が何かあったのか、お尋ねいたします。とい

いますのも、比田勝博多間のジェットフォイルの就航廃止、上対馬高校通学費補助金の廃止、就

学生の減少等、また緊急車両の搬送時間短縮の問題もろもろ考えますと、早急な改良が必要であ

ります。 

 ところで、２７日の一般質問の締め切りの後、２月２９日の夜であります。一般国道３８２大

地バイパス線、この事業説明会がありましたので、私も出向きました。大地美止々間、延長

１,６９０メーター、工事起点は鈴木石油スタンドから終点は旧火葬場美止々の２車線の改良済

までの１,６９０メーター、幅員５.５メーター。それから、その間、トンネルが４本、１号トン

ネルが１７０メーター、２号が２３２メーター、３号が２０７メーター、それから４号が

６７９メーター。基準は３種の４級だそうです。これは上対馬、上県両町の町民の悲願でありま

した。平成２９年度完成との説明でありますが、この知事の箇所づけについても、市長の私は一

つの実績だと、このように理解をしています。これからは工事費の大幅なかさ上げを努力してい
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ただきたいと、このようにお願いをします。 

 それから、３点目が上対馬給食センターの老朽化に対する考え方ですけど、これは教育長のほ

うから、一度、答弁はいただいておりましたけど、学校統廃合の計画とあわせた中での総合的な

考え方が、今、どのようになっておるのかをお尋ねいたします。 

 それから４点目ですけど、施政方針の中で施策大綱の第５「思いやりと健やかさを育む健康・

福祉の人とまちについて」、これを通告しておりましたけど、基本的には、病院、診療所の機能

分担強化に加え、医師や看護師の確保が必要不可欠であることは十分理解できるが、私であれば、

在宅医療とか、訪問診療等はどのように考えてあるのかをお尋ねしたいと思っております。 

 それに、昨日の新聞で知り得ましたけど、上対馬病院の産科外科の常駐廃止について、通告外

ですけど、後ほど、お尋ねしたいと思っております。 

 後は答弁によりまして、一問一答でお願いしたいと思います。どうぞよろしく。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  糸瀬議員の御質問に答えさせていただきます。 

 冒頭の中で、２期目のお話がありました。私自身、２期目を迎えるに当たり、やはり、この対

馬のあすを決めるという部分におきまして、責任と覚悟というものに打ち震える部分も感じまし

た。しっかりと４年間取り組んでいきたいと思っております。 

 １点目の幼保一体の総合こども園建設の件がございますが、これにつきましては、１月末でし

たか、国のほうが新聞報道で総合こども園というものを打ち出しました。これにつきましては、

今現在、国で、もう何カ月にもわたって論議されております税と社会保障の一体改革の中の一部

であります。消費税の方向性というものに組み込まれておりますので、その部分がきちんと見え

ないと、何とも言いがたい部分があります。今の通常国会の中で、さて、この消費税に関する部

分、幼保一体のこの総合こども園に関する法案等がきちんと論議されていけるのかどうかという

のをじっくり見ていかないといけないのかなというふうに思っております。 

 なお、この上対馬、比田勝における幼保一体の、名称はともかくとしまして、幼保一体型の施

設につきましては、昨年、福祉部門、教育部門、この部門で３回、物事をどのように進めていく

かということ等々、どのようなものを描き出していくかということについて話し合いが行われた

というふうには、報告は上がってきております。年次等については、まだ財政等も当然、財政状

況もにらみながら決めていかないといけないという問題がありますので、はっきりはさせており

ません。今後も両部の検討、並びに保護者の皆様の意向というもの、地域の意向というものを踏

まえて、その運営方針、新たな総合こども園が出されれば、その今度は運営方針に沿うような形

で、施設建設に続けていければというふうに考えております。 

 それと２点目の国県道の問題がありました。２月２９日ですか、大地バイパスの問題があった、
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説明会があったということで、この大地バイパスにつきましては、知事のほうも一生懸命に取り

組んでいただき、やっと、大地バイパスに取りかかることができるというふうに思っております。

上地区の方々については、あそこができ上がることによりまして、各段の住民福祉の向上につな

がるものというふうに考えております。できれば、１日も早く、あの道路ができ上がることを願

っておりますし、そこには選択と集中という意味におきまして、重点的にやっていかないといけ

ない箇所であろうというふうにも感じております。 

 また、昨年夏に知事に要望を提出した案件については、その後の進捗はどうなのかという御質

問がございました。今の御質問の分につきましては、昨年の２月に私のほうから、当時の県の土

木部長並びに地域振興部長に提案をさせていただき、ずっと、この１年余り、話し合いを詰めて

きております。秋以降、特にスピードが上がりまして、今、最終の詰めまで行っております。県

のほうも、こちらが出しております提案というものを前向きにとらえていただき、そして対馬の

改良率というものが県下の中でも、当然、各段に悪いという部分を考慮され、ただし、国の交付

金等々に占める割合というものが、対馬の場合、現時点において、もう３割に達しております。

県内ですね。県内すべての。その率がいかがなものかというふうな懸念される部分もありますが、

しかし、私ども対馬に生きる者にとりましては、今の道路事情でよしとしているわけではありま

せんし、その事情をよく御存じの中村知事と最終的に対馬における県道の整備のあり方というも

のを、今、最終詰めまで行っておりますので、いましばらくお待ちいただければと思っておりま

す。現時点の、ちょっとこう、現段階というのを教えてとおっしゃられても、それにつきまして

は、ちょっと交渉中ですので、お許しいただければと思っております。決して、悪い方向で物事

は進んでいないということだけは、はっきりしております。ただし、私どもも、私どもの立場が

ありますので、もっと、よりよい条件というものを私どもは望むのは当然ですし、そういう意味

において、ここでの明言はお許しいただきたいと思っております。 

 ３点目の給食センターの件については、教育長のほうから、後で答弁をさせます。 

 ４点目の在宅医療の問題がございました。これにつきましては、既に企業団病院では、往診と

いうものは行われているというふうに報告が上がってきております。ただし、脳梗塞の後遺症の

方とか、脊椎の病気の方、また、どうしても在宅においての酸素を必要とする、在宅酸素を必要

とされる患者に対して、訪問診療というものは行われているということで、その訪問実績につき

ましても、対馬いづはら病院のほうにつきましては、既に四半世紀以上続けてるんですというふ

うな報告もあっております。これから先、病院と家というものの距離というものが、どうしても

遠くなる部分が否めません。そういう意味において、今おっしゃられた在宅医療という問題。そ

れから、病院と家をつなぐ、この通院バスの問題によって、もっともっとかかりやすい状況とい

うのをつくらないといけないという反面、先ほど言いました脳梗塞後遺症の方々、どうしても動
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き出せない方等々については、その在宅医療という、今までもやってきておりますけども、それ

らをしっかりと取り組んでいくことが必要だというふうに思っております。さらに、２年ほど前

から、長崎大学医学部と一緒になって組み立てをしております「見守りネット」というのがござ

いますけども、それらをＣＡＴＶ網を活用しながら、在宅医療とまではいきませんけども、異変

をきちんとわかる。異常をわかっていくということをしっかりと病院と連携しながらとらえてい

く方法もつくり出していかなくてはいけないというふうに思っております。一応、国の動きとし

ましては、その在宅医療に関する診療報酬の改正案というものが出されて、在宅医療に対する上

積みがあってるというふうな話も聞いております。今後、施設収容型だけでは対応できないとい

うことは、もう明らかですので、それらとのバランスというものを見ていきながら取り組んでい

きたいと思っておりますし、そういう体制というものをこちらは病院企業団のほうに要望をして

いくだけの立場になっておりますけども、私は、できれば、糸瀬議員のほうは病院企業団議会議

員として、そちらの議会の場でも、しっかりとそのあたりの方向性というものについて、企業団

のほうにお願いをしていっていただければ、同一歩調で市民の安心な医療体制というものが構築

できるんではないかというふうに思っておりますので、よろしくお願いをして、答弁とさせてい

ただきます。 

○議長（作元 義文君）  教育長、梅野正博君。 

○教育長（梅野 正博君）  給食調理場について、お答えをいたします。 

 上対馬学校給食共同調理場は、昭和５４年３月建築で、老朽化のため、建てかえを計画してい

るところでございます。現在、同調理場は、上対馬町管内の４校に配送をしております。今後予

定される学校統廃合を考えますと、上対馬学校給食共同調理場は、統廃合で長く残る学校に近い

場所が適地ではないかと考えております。 

 また、現在、佐須奈小学校給食共同調理場で、佐護小学校、中学校まで配送を受け持っており

ますが、調理場も手狭でございますし、ウエット方式の調理場でもあります。対馬北部地域の学

校統合後の合理的な学校給食調理場運営を考えますと、将来、佐須奈調理場を廃止し、上対馬学

校給食共同調理場から配送することで、配送校の見直しも検討をしているところでございます。

今後、建設用地、施設の規模、内容等について、関係部局、関係機関とさらに協議を深め、財源

調整がつき次第、建築計画を進めていきたいと考えております。 

○議長（作元 義文君）  １６番、糸瀬一彦君。 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  それでは、ちょっと１問目から質問を再度していきたいと思い

ます。 

 私のほうから、本当に、もう少しですね、もう少し、前向きのお話が聞けるかなと思っており

ましたけど、残念ながら、必要性は、重々理解はできるけど、いまいち、消費税増税に絡んだ方
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向性がはっきりすれば、計画に、実施年度も計画に上げ、そして総合的な地域の調整を済ませな

がら、先に進めたいというようなことですから、前向きには間違いないんです。だけど、先般質

問した、あの時点からしますと、実は国のほうも、ちょっと足踏みをしましたけど、もう少し進

んでおるかなという思いも今持ちました。 

 それから、市長、私が２０１５年実施ということであれば、もう既に、市町村のほうには意向

調査等々、実施に向けた対象者の把握とか、そういうことに入っていけば、ちょうど２０１５年

には実施できるような計画として進めていただければですね。実施要項というのは早目に来ると

思います。法律はちょっと後で決まりそうですから、私の考え、これ間違いでしょうか。何か、

実施の方向に向けた手だてを進めていただければと、今回強く要望しておきます。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私が先ほどの答弁で前向き、もっと前向きなというお話がありましたけ

ども、国のほうの方向性というのが全く見えてません。１月３０日の分につきましては、あくま

でも新聞報道だけであります。そして、その後１カ月がもう既に経過はしておりますけども、国

のほうから、その総合こども園ということでの文書が１枚も、県のほうにも届いてない状況です。

今、法案の合意さえもできてないと思います。そういう意味において、県のほうにも、市のほう

にも、一切流れてきておりません。そういう中、意向調査というのも、当然あっておりませんし、

私のほうも、国の今、揺れてる部分が私の答弁の不明確さにもつながっているというふうに理解

をしていただければと思っております。 

○議長（作元 義文君）  １６番、糸瀬一彦君。 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  市長も御承知のとおり、インターネットでは、詳しく、一応出

ておりますので、よろしくお願いをしておきたいと思います。 

 それから、国県道の問題ですね。市長、いいですか。国県道の問題。私は、先ほど言いました

ように、非常な、美止々の改良については、非常な前進だと私は思っております。ところで、あ

との仁田地区とか、それから豊玉ですか、ある程度されてるのは、美津島の保安林関係でしょう

かね。あそこら辺が遅々として、一向に進まないのですけど、そこら辺は、地方局との打ち合わ

せは、どの程度、進んでおるか、ちょっとお願いをします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今、土地の問題に着手できる状況になっただけでございます。美津島の

問題については、保安林ではなく、入会林の部分について、まだ進んで、これはおりません。地

区の決定もいただかんばいかん話もありますし、そういう意味において、先ほど申しましたよう

に、県も相当の国費の割合を今、対馬にも投じていただいておるところでございます。全体の事

業費が半分以下に落ちていってる状況も、もう１０年ぐらい前から見ますとですね、そういう状
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況の中で、県も一生懸命取り組んでいただいているというふうに思いますし、新規を採択してい

ただいた、私はまずもって、この英断に感謝をしてるところであります。次の、いろんな悪い箇

所があることも重々知っておりますけども、それについては、県の財政との兼ね合いも当然ござ

いますので、すべてを一度に持っていくということはできません。そこも考慮しながらやってい

きたいと思っております。 

 仁田のお話が出ました。そこについては、私はちょっと聞き及んでいない部分がございますの

で、担当部長のほうに説明をさせたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  建設部長、堀義喜君。 

○建設部長（堀  義喜君）  国道の要望活動に関しまして、議会のほうで設置をしていただいて

おります国県道路整備促進特別委員会と市のほうと協調しながら、要望活動は実施をしておるわ

けですが、平成２２年の７月に市と議会の連名で、この国道の３カ所について要望させていただ

きました。その内容というのが、国道で言いますと、今、採択を受けました大地地区と、そして、

その南側にあります美止々、それから樫滝、弓張間ですね。この３カ所を今メインに進めており

ます。ですから、今後、事業の進め方といたしましては、当面は、この大地地区の改良を優先し

て、その後、その辺の進捗状況を見ながら、次期、どの箇所を実施をしていくのか。この辺も、

また県と協議をしながら、また特別委員会と御相談を申し上げながら進めていきたいというふう

に考えております。 

○議長（作元 義文君）  １６番、糸瀬一彦君。 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  私の感覚から、ちょっと、まことに申しわけないですけど、国

道３８２の今改良は厳原の市内と、そして、今度、着工する大地美止々線なんでしょうか。私で

あれば、何かちょっと走ってくる中で、少し、こういうところは、局部改良で対応してもらうわ

けいかんのかなという思いの箇所があるんですよ。そこら辺の思いは、話し合いとしては、出て

はおるんでしょうか。一体的に、もう前後、大々的に改修をするということじゃなくて、ここだ

けは事故多発だし、非常に運転もしにくい所があるなと、それもあわせて、堀部長のほうから、

どのような打ち合わせがあっておるのかをお尋ねします。 

○議長（作元 義文君）  建設部長、堀義喜君。 

○建設部長（堀  義喜君）  議員がおっしゃるとおり、かなり国道関係でも改良を必要とする箇

所がございます。その中で、県といたしましても、早急な改良をする。応急的な対応をしなくて

はいけないという箇所につきましては、従来の補助事業じゃなくて、単独事業として実施をして

おられる所が数カ所ございます。その辺もひっくるめまして、市のほうも、そういう要望箇所と

いいますか、改良すべき箇所の抽出をしまして、今後、県に対して、要望していくということで

進めたいと思っております。 
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 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  １６番、糸瀬一彦君。 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ありがとうございます。道路関係につきましては、先ほども言

いましたように、あとは事業費を、３年、４年かかるものはできるだけ事業費のかさ上げをお願

いをして、早目に改良をお願いしたいと思います。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○ 

○市長（財部 能成君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○地域再生推進本部長（近藤 義則君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 給食センターの件ですね。ありがとうございます。これは、そういう見直しを経て、新しく計

画をするということであれば、１日も早く現場で働く人の非常に古いからですね、労力はかかる

わけで、いつかも言いましたけど、そういう用地の問題とか、いろいろな問題にも波及しますの

で、快適な職場をつくっていただきたいと強く要望をしておきます。よろしくお願いします。 

 それから、市長癩癩もう、その件はもういいですから、次に行きましょう。次、行きましょ

う。（発言する者あり）ええ。 

 上対馬病院の件について、通告外ですけど、きのう新聞が出ましたけど、あれはもう見られた

と思いますけど。「上対馬病院分娩を廃止し、外科非常勤に」ということで、これがきのう新聞

になりました。（発言する者あり）言われたこと、はい、はい。それで、私も、先ほど市長の答

弁の中でもありましたように、企業団議会の議員ですから、資料が送ってきましたので、これか

ら上のほうの病院の、病院としての機能存続のために、私も努力、同じようにする義務がありま

すので、市長のほうにも人事権も何もないことはわかっておりますけど、とにかく上のほうの安

心安全のために、なお一層の企業団に強く働きかけていただきたいと思うのは、外科医がですね、

いづはら病院は３人から５人に資料ではなっておるんですよ。そして上対馬病院は、外科医は

１からゼロになるわけで。そのかわりといいましょうか、内科医が３から４になるわけですけど、

やっぱり、病院としての機能を持つということであれば、外科が当然素人的に考えても必要だと

私は思っておるわけですよ。そういう意味からですね、市長にも、なお一層企業団のほうに、企

業長のほうに働きかけていただいて、お力添えをですね、私と、私は議会議員ですから、同じよ

うに要望はしますけど、地域住民の代表として、お力添えを努力を、その決意をお願いしたいと
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思いますけど。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今回行政報告の中でも御報告させていただきました。今週の月曜日に報

告したようなことが企業団のほうから私のほうに夕刻話がありました。産婦人科がそこで、上対

馬でなくなるということ、診療科目が産婦人科医が、医者はいても外科医がいないと緊急手術、

帝王切開などの対応ができない。１人の医師では帝王切開はできないんだというふうな説明を受

けました。まさしく外科医がいないためにこの産婦人科がなくなるというふうな、こちらとして

は医療のそういう連携ということをよくわからない部分もございましたけども、何で外科医がい

ないだけでと思いましたけど、説明聞くとよくわかるんですけども、まさしくこの問題というの

は、医師確保がどんどん難しくなってることのすべてあらわれだろうというふうにも思います。 

 先ほど、いづはらが外科医が５名になる、数字的にはですね。数字的には実際５名という数字

は出てるみたいですけど、実際は４名というふうな考え方を向こうは持ってるみたいです。診療

所関係、出張診療所関係へ出していく先生をそこに当て込んでいく、数字にカウントされてると

いうふうなことも聞きました。 

 外科医、それからもう一つは県の養成の問題、そして養成の場合、いろいろな１０年年限と別

に、途中での研修の問題とかいろいろあるそうですけども、それらをずっと延ばし延ばしにして

いく中で、やはりお医者様もそういうルールの中で物事を、自分の技術を高めていきたいという

ふうな思いを常に持ってあるということも、そういう中で外科医の方が集まらなくなってくると

いう困った問題が今回生じました。 

 実は、昨日家に帰りましたら、対馬出身の埼玉県で開業医をやってあります先生からお手紙が

来ておりました。当然、今の対馬の医療の状況というのを埼玉のほうから見たときのお話があり

ました。やはり、その先生の言葉の中にも、医者が公立病院に集まりにくくなってきてる状況が

あると。その方は開業医ですけども、そういう中、公立病院がどんどん赤字になっていく心配を

してるんだというふうな一文もありました。 

 埼玉といえば、当然東京のすぐ近くですからしっかりとした人口もいますし、それだけのお医

者さんもたくさんいらっしゃる中でも、やはり公立病院が赤字にどんどん転落していってる状況

があって、お医者様も集まりづらくなっている。今後どのように、本当に医療体制を組めばいい

のか、医療のあり方をどうすればいいのかということが、これから本当問われてるから大変な時

代が来てるんだというふうな、最終的には、そういう中頑張ってくれっていう励ましの言葉で終

わっておりましたけども、今回起こりました上対馬の問題につきまして、糸瀬議員並びに大浦議

員のお二方、企業団議員として一緒に私も企業団のほうに市民の方たちが安心できる状況という

ものを一緒につくっていけるように、ともに行動は起こしていきたいというふうに思っておりま
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す。 

○議長（作元 義文君）  １６番、糸瀬一彦君。 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  非常に前向きな考え方でありがたいと思っております。 

 やっぱり私がこうしてたびたびお尋ねするのは、上のほうとしては、同じ国民健康保険税を払

いながら、やっぱり医療資源が少ない、そして先ほど話しましたように、国道、国県道の改良を

早目にして、やっぱり通院にするにしても、看護に行くにしても上から下まで大変なんです。も

ろもろ考え合わせたら、やはり上のほうは辛抱しとけというわけにはいきませんでしょうから、

リーダーとしての志を私はお尋ねしただけの話で、とにかくできるだけ市民、島民、平等な受益

が受けられるようなことが一番最高なんですけど、医師の偏在は我々ではどうすることもできま

せんけど、常々頭に持って努力をしていただきたいと要望をして、私の質問は終わりたいと思い

ます。どうか大変でしょうけど頑張ってください。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  これで１６番、糸瀬一彦君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（作元 義文君）  昼食休憩とします。再開は１時１０分から行います。 

午前11時52分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時09分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  それでは、次に、１１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  市民の声を生かす、市民の市政をモットーに頑張っております、

きょうから１１番になりましたので、１１番議員の小宮教義でございます。食事が終わった後、


